
 

 
2023 年度第 2学期 多摩ゼミのご案内 

”多摩ゼミ” の２０２３年度第２学期の開講をお知らせします。ゼミでは、学生が自主的に研究、発表、討論を行います。放送大学客員教員の指導のもと 

同じテーマに興味を持つ学生同士で勉学をすすめて知識を深められる貴重な機会です。皆様のご参加お待ちしております！ ※単位の修得はありません。

(★定員超過の場合は抽選になります。★不測の事態発生時には Web（Zoom）に変更、または中止になる場合があります。★原則、全日程出席のこと) 

「ことばを見つめるー日本語学へのアプローチ」 
講師：太田 陽子先生(一橋大学大学院言語社会研究科教授) 

開催日程:11月 14日・28日・12月 5日・12日（全4回・火曜日） 

     14：00～15：30 

定員：8名 

ふだん何気なく使っている日本語について、気になること、興味のあること 

を見つけ、調べて発表する。自分のテーマを持っている人は自分なりの考察 

を報告。テーマが未定の場合は、日本語学の論文の紹介と自分の考察を発表 

する。ゼミでは、そのテーマを受講生全員でディスカッションします。 

【受講の条件と用意するもの】最低 1 回は発表資料を用意し、発表していた 

だきます。テーマが決まらない場合は、参考となる文献を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

「深掘り・オリンピック」 
講師：尾崎 正峰 先生(放送大学東京多摩学習センター所長) 

開催日程：11月 30日・12月 7日・14日（全 3 回・木曜日）  

１４：00～１５：３０  

定員：８名 

「オリンピック」といえばアスリートたちによる驚異のパフォーマンスが披露 

される競技大会を誰もが思い浮かべますが、オリンピックにはそうした競技場 

面だけにとどまらない多様な側面があります。 

歴史、社会、政治等々、さまざまな視点から深掘りをします。映像資料も交え 

た講義の後、思ったこと、感じたことを自由に出し合ってください。 

 
 

 

「自分で追究してみたいことを語り合う 

（研究入門ゼミ）」 
講師：坂上 康博先生(一橋大学社会学研究科特任教授) 

開催日程:11月 21日・28日・12月 5日・12日（全4回・火曜日） 

     13：30～15：00 

定員：8名 

このゼミの目的は、自分が今興味を抱いていること、調べてみたいこと、考 

えてみたいことなどを各自発表し、意見交換を通して、自分が研究していく 

ためのヒントをつかむことです。発表テーマは自由です。 

 

 



 

 

応募方法 
※東京多摩学習センターへ【申込締切日：10 月 11 日（水）】までに 

メールでご応募ください。 

・申込締切後、事務室で厳正なる抽選を行います。 

・【申込締切日】の 5日後までに、抽選結果を応募時のメールアドレスにご

連絡いたします。 

・抽選の場合は東京多摩学習センター所属学生が優先されます。 

【メール送信先】 tama-sc@ouj.ac.jp 

【メール記載内容】 

氏名、学生番号、所属学習センター、希望ゼミ名、連絡先(メールアドレ 

ス、電話) 

【受講料】 無料（但し、テキスト代等の実費がかかる場合がございます。） 

【受講資格】 ・在学生（休学者を除く） 

       ・全日程出席可能な方 

問い合わせ電話番号：042-349-3467 

「歯科医療と麻酔」 
講師：深山 治久先生（東京医科歯科大学名誉教授） 

開講日程：10月 22日・11月 5日・12日・19日（全 4 回・日曜日） 

12：30～14：00 

定員：8名 

歯を削る，歯の神経を取る，歯を抜く，いずれも麻酔の注射が必要になるの 

は経験済みと思います。このなくてはならない麻酔の種類や方法を説明し、 

さらに副作用はないのか、果たして安全かなどを受講者の体験をまじえなが 

らお話しします。 

「宗教の生成・展開・ゆくえ—— 

P・バーガー『聖なる天蓋』を読む（１）」 
講師：深澤 英隆先生(一橋大学名誉教授) 

開催日程:11月 11日・18日・25日・12月 2日（全4回・土曜日） 

     15：00～16：30 

定員：8名 

20 世紀を代表する宗教社会学者である P・バーガーの代表作を読みながら、宗

教の生成と近代におけるその展開、そして宗教のこれからについて、ともに考

えてゆきたいと思います。今学期は同書の最初の４章を読み進める予定です。 

【受講の条件と用意するもの】教科書としてピーター・バーガー著『聖なる天

蓋』（ちくま学芸文庫・1,320 円（税込））を用いますので、各自購入してく

ださい。また第１回ゼミまでに、少なくとも第１章と第２章に目を通しておい

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

「１８世紀フランスに見る噂・世論」 
講師：森村 敏己先生(一橋大学社会学研究科教授) 

開催日程:11月 10日・17日・24日・12月 1日（全4回・金曜日） 

     14：30～16：00 

定員：8名 

１８世紀フランスには出版の自由も言論の自由もありませんでしたが、当時の 

人々は社会や政治のあり方について、様々な方法で自分たちの意見を表明し、 

言論というものが力を持ち始めていました。そうした当時の事情を皆さんと 

共有できればと思います。 


